
（別紙３）

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 18 （回答者数） 13

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・一人でクールダウン出来るスペースを確保す
る。

2
・利用者さまに合わせて、玩具の配置場所を変え
る。

3
・お子さま一人一人のノートを作り、日々の気づ
きを記入し合って、全員が把握できるような体制
づくりをする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・公園や、放課後遊ぼう会（コミュニティ室・運
動場）等を利用する。

2
・お子さんが興味ある遊びを取り入れたり、保護
者様、学校との連携を強化する。

3

○事業所名 スマイル仁川

○保護者評価実施期間 2024年　10月　24日

○保護者評価有効回答数

2024年　10月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　12月　11日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・運動出来るスペースが少ない。 ・数人の班に分けて、時間をずらして行う。

・週1回ご利用のお子さん（不登校・体調等）の課
題をクリアして頂く事が難しい。

・登校日に合わせた利用や休憩場所の確保を行う。

・一軒家という事もあり、くつろぎやすい空間に
なっている。
・それぞれのお子さんと課題や活動時間について、
相談しながら支援している。

・リラックスできる空間作り。
・利用者さまの体調に合わせて課題の量を調節して
いる。

・お休みの振替や空いた時間での自由遊び等、お子
さんの意向を出来るだけ叶える臨機応変さがある。

・玩具や絵本、漫画を定期的に入れ替えている。
・静かに過ごす部屋と遊ぶ部屋を分けている。

・お子さんの体調に合わせて課題の時間を調整し、
意欲が湧く努力をしている。

・常に成人以降に生きやすくなる為の支援を考えて
いる。

事業所における自己評価総括表公表


